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連結業績ハイライト 社長メッセージ

　株主の皆様には、ますますご清栄のこととお慶び申し上げ

ます。平素は格別のご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

　第18期（平成15年1月1日から平成15年12月31日まで）の決算を

終了致しましたので、ここに事業報告書をお届け致します。第

18期における当社の業績につきましては、大変厳しい経済

環境の中、売上高は前期比5.4％増、営業利益は同53.7％増、経

常利益は同39.0％増、当期純利益につきましては同25.0％増

と大幅な増収・増益を達成することができました。

　これは、SBSグループの「事業インフラ・プロバイダー」と

しての取り組みが、お客様にご評価していただけた事の

証であると受けとめております。また、こうした結果を株主

の皆様にご報告できます事を大変嬉しく感じております。

　今年に入り経済環境は、多少明るい兆しを見せ始めてお

りますが、楽観するには程遠い状況がまだ暫く続くものと

思われます。しかし、この様な厳しい状況下においてこそ、

私どもSBSグループが、その真価をより一層問われるもの

と思います。

　私どもはお客様からのさまざまなニーズに的確かつ質

の高いサービスをご提供できるよう、事業範囲の拡大と充

実をＭ＆Ａ等を活用して積極的に推進し、グループの成長

を加速させ、業績の拡大を図り、そして株主の皆様のご期

待にお応えしていく所存でございます。

　株主の皆様におかれましては今後ともより一層のご

支援、ご指導を賜りますようお願い申し上げます。

代表取締役社長 鎌田正彦

売上高 経常利益 当期純利益

前期
（第17期）

当期
（第18期）

前期
（第17期）

当期
（第18期）

前期
（第17期）

当期
（第18期）

（百万円）（百万円）（百万円）

株主の皆様へ

　売上高（百万円）

　営業利益（百万円）

　経常利益（百万円）

　当期純利益（百万円）

　1株当たり当期純利益（円）

　総資産（百万円）

　株主資本（百万円）
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貸借対照表（百万円）

3 株式会社エスビーエス　第18期　事業報告書 4株式会社エスビーエス　第18期　事業報告書

　　科　目	 前中間期	 当中間期

資産の部	  
流動資産	
	 	 現金及び預金	
	 	 割賦売掛金	
	 	 営業貸付金	
	 	 貯蔵品	
	 	 前払費用	
	 	 繰延税金資産	
	 	 未収入金	
	 	 その他	
	 	 貸倒引当金	
固定資産	
	 有形固定資産	
	 	 リース資産	
	 	 建物	
	 	 器具及び備品	 	
	 	 土地	 	
	 	 建設仮勘定	 	
	 無形固定資産	 	
	 	 ソフトウェア	 	
	 	 電話加入権	 	
	 投資その他の資産	 	
	 	 投資有価証券	 	
	 	 更生債権等	 	
	 	 長期前払費用	 	
	 	 繰延税金資産	 	
	 	 差入保証金	 	
	 	 施設利用権	 	
	 	 その他	 	
	 	 貸倒引当金	 	
	 資産合計	 	

	 	 	 	
	  
	 	 	 145,517	 130,935
	 	 	 37,332	 26,986
	 	 	 24,337	 27,314
	 	 	 78,426	 71,364
	 	 	 209	 292
	 	 	 781	 560
	 	 	 261	 345
	 	 	 3,027	 2,886
	 	 	 4,898	 5,187
	 	 	 △ 3,757	 △ 4,003
	 	 	 9,011	 8,079
	 	 	 2,859	 2,317
	 	 	 5	 2
	 	 	 801	 650
	 	 	 684	 360
	 	 	 1,303	 1,303
	 	 	 64	 -
	 	 	 2,166	 2,095
	 	 	 2,067	 2,022
	 	 	 98	 73
	 	 	 3,985	 3,666
	 	 	 1,427	 1,354
	 	 	 24	 24
	 	 	 704	 394
	 	 	 74	 45
	 	 	 1,713	 1,800
	 	 	 19	 19
	 	 	 62	 67
	 	 	 △ 40	 △ 39
	 	 	 154,529	 139,014

　　科　目	 前中間期	 当中間期

負債の部	  
流動負債	 	
	 	 買掛金	 	
	 	 短期借入金	 	
	 	 一年以内返済予定長期借入金	 	
	 	 コマーシャルペーパー	
	 	 一年以内償還予定社債	 	 	
	 	 未払金	 	
	 	 未払費用	 	
	 	 未払法人税等	 	
	 	 賞与引当金	 	
	 	 その他	 	
固定負債	 	
	 	 社債	 	
	 	 長期借入金	 	
	 	 退職給付引当金	 	
	 	 長期預り保証金	 	
	 負債合計	 	
資本の部	  
資本金	 	
資本準備金	 	
利益準備金	 	
利益剰余金	 	
その他の剰余金	 	  
	 任意積立金	  
	 	 特別償却準備金	 	
	 	 別途積立金	 	
	 中間未処分利益	 	
その他有価証券評価差額金	 	
自己株式	 	
	 資本合計	 	
	 負債・資本合計	 	

	 	 	 	
	  
	 	 	 80,188	 58,961
	 	 	 12,743	 13,052
	 	 	 17,050	 7,900
	 	 	 21,353	 25,195
	 	 	 19,500	 7,900
	 	 	 5,000	 1,296
	 	 	 2,676	 2,058
	 	 	 310	 287
	 	 	 1,100	 831
	 	 	 178	 169
	 	 	 276	 269
	 	 	 33,212	 36,647
	 	 	 3,196	 5,500
	 	 	 29,597	 30,802
	 	 	 411	 337
	 	 	 7	 6
	 	 	 113,401	 95,608
	  
	 	 	 11,020	 11,268
	 	 	 12,329	 12,577
	 	 	 509	 509
	 	 	 	 19,958
	 	 	 17,283	 - 
	 	 	  
	 	 	 296	 246
	 	 	 14,285	 17,285
	 	 	 2,702	 1,917
	 	 	 △13	 △42
	 	 	 △2	 △356
	 	 	 41,127	 43,406
	 	 	 154,529	 139,014

事業内容

　SBSグループは、様々な優れたビジネスプラットホームをトータルに提供し、顧客企業の競争優

位戦略を支え、利益に貢献する「事業インフラ・プロバイダー」企業グループです。企業のアウトソー

シングニーズを的確に捉え、効率的且つ一貫したアウトソーシングサービスを提供しています。

リサイクル
配送サービス
事業系ゴミの回収～リサ

イクル、スポット便から

チャーター便まで。

システム開発

システム・インテグレー

ションからASPサービス
まで、ITアウトソーシング。

物流コンサルティング

100社を越える物流診断
実績で、物流改善・改革

ノウハウを提供。

マーケティング
サービス
収益に直結する顧客戦略

を作り、クライアントの

価値を高め、クライアン

トのビジネスを強化しま

即配サービス

大切なお荷物をその日

のうちにお客様へお届け。

一都三県即日配達サー

ビス。

総合人材
アウトソーシング
「必要な時、必要な場所

に、必要なだけ」人材を

提供。人件費の削減と繁

閑の波にも貢献します。

3PLサービス

最適ロジスティクスのプラン

ニングから、物流センター業

務（商品管理、流通加工、輸送）

等、一貫した物流サービスを提供。

メーリングサービス

月間1,400万通のポステ
ィング実績！　安くてき

め細かいSBSメール便。

メーリングサービス事業

人材アウトソーシング事業

マーケティング企画事業リサイクル事業／運送事業

株式会社総合物流システム

株式会社シーエスネット

株式会社エスビーエス、有限会社フォワード

（※1）連結子会社　（※2）持株法適用関連会社

スタッフジャパン株式会社　　、株式会社 SBSキャリアネット　　、株式会社エスサーブ

株式会社富士総合物流研究所

リサイクル

運送

即配サービス

システム
インテグレーション
サービス

物流一括受託

人
材
　
派
遣

軽
作
業

　
請
負

物流コンサルティング

マーケティング企画提案
メーリング
　サービス

コールセンター

即配サービス事業

システム開発事業 物流コンサルティング事業

顧客企業

SBSグループ
［事業基盤］

顧客企業
［コア・コンピタンス］

競争力・付加価値

SBSグループとは

柔軟性

　SBSグループは、それぞれが強みを持つ独

立したグループ各社で構成されているため、

顧客企業のコンピテンシーやビジネスニーズ

へ柔軟に対応（必要機能を自由に取捨選択し、

最適なフォーメーションがとれる）できます。

ワンストップ

　サービスの水平展開（機能分野の拡充）と

サービス付加価値の垂直展開（品質の向上、柔

軟な対応）によって、企業活動に必要な様々な

アウトソーシングニーズにワンストップで応

えられます。

SBSグループの強み

SBSグループのサービス

事業推進の共通基盤となる専

門業務や高いコスト効率が求

められる業務

◎

「事業インフラ」とは

企業が競争優位の源泉となる

コア・コンピタンスの創造活動

に集中できるようにするため

の基本機能群

◎

（※1）

マーケティングパートナー株式会社（※1）

株式会社バーチャレクス（※2）

3PLサービス事業
株式会社エスビーエス

株式会社トランスワールド（※1）

（※1）

（※1）

株式会社関東即配（※1）

（※2）

（※1） （※1）（※1）
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当期の概況

　当連結会計年度における我が国経済は、年初よりイラク戦争、

新型肺炎ＳＡＲＳの流行などマイナス要因が続き、夏には冷夏

による消費の落ち込みも加わり、引き続き力強さに欠ける展開

となりました｡一方で、アジア向けの輸出の好調に支えられ、民

間の設備投資が伸びており、民需を中心に実質経済成長率はプ

ラスを確保することが出来ましたが、依然デフレ傾向を払拭す

るには至りませんでした。

　こうした中、価格の引き下げ圧力や、競争の激化により当社を

取り巻く経営環境は依然厳しい状況で推移致しました｡しかし、

コア業務への経営資源集中やコスト削減を目指す企業のニーズ

は根強く、アウトソーシング事業は、価格面では厳しい条件なが

らも業容は拡大致しました｡この結果､当社の当連結会計年度の

業績は、売上高19，359百万円(前連結会計年度比5.4％増)、営業利

益431百万円(同53.7％増)、経常利益367百万円(同39.0％増)、当

期純利益193百万円(同25.0％増)と大幅な増収増益を達成する

ことが出来ました。

　次期の我が国経済の見通しは､当面輸出の増加により外需主

導での経済成長が見込まれますが、このまま円高が続く場合に

は下期からは輸出の停滞により景気が減速していく可能性が

あります｡このように、景気の大幅な拡大が望めないことから、

当社の成長も制約を受けますが､人材アウトソーシング事業が

引き続き好調を維持すると見込まれることに加え、メーリング

サービス事業での新規営業組織の構築、3ＰＬ事業における船

橋倉庫の立ち上げ、持株会社化に伴う業務の効率化等による業

績の伸びが期待できます｡

　以上により､次期の当社の連結業績は売上高21,370百万円、経

常利益520百万円、当期純利益254百万円と増収増益を見込んで

おります｡

メーリングサービス事業

　メーリングサービス事業は、郵送コストの削減を求める通販

会社等のニーズが強く、急拡大を続けてまいりましたが、一方で

急成長に伴う事務体制の整備の遅れも目立つようになりました

ので、当連結会計年度は売上の拡大テンポを抑え、内部体制の充

実に努めました｡この結果、当連結会計年度の売上高は7,957百万

円(前連結会計年度比3.3％減)と減少致しましたが、今後は徐々

に体制整備の効果が発揮されてくるものと見込んでおります｡営業

利益は、採算を重視した受注に努めたこともあり、利益率が向上

し、289百万円と前期を19.7％上回ることが出来ました。

3ＰＬサービス事業

　3ＰＬサービス事業は、大幅減少となった携帯電話配送業務

に代わるアパレル、通販等の物流業務が拡大し、売上高は2,937

百万円と、前期を14.0％上回ることが出来ました。しかし､主力

事業の一つである眼鏡レンズの物流業務において、業務拡大を

狙い新たにコールセンター業務を立ち上げたことに伴う人件

費等の先行投資負担が生じたこと等により、利益を圧迫致し

ました。この結果､営業利益は86百万円と前期を30.0％下回る

こととなりました。

人材アウトソーシング事業

　企業のコスト削減のニーズは引き続き強く、軽作業請負の受

注は倉庫の庫内作業を中心に好調裡に推移致しました。一方､受

注価格の低下に伴い作業員の給与水準も低下したこともあり、需

要の大きさに比べて人材の確保が難しくなり､供給面からの制約

が強まりました｡このような環境下､営業所の新規出店等人材確

保の手当てを積極的に行いました結果､当連結会計年度の売上高

は3,921百万円（前連結会計年度比18.5％増）、営業利益212百万

円（同49.8％増）と売上､利益ともに引き続き好調を持続すること

が出来ました｡

即配サービス事業

　即配サービス事業は、期初に大口取引先との取引解消があっ

たことから､売上が伸び悩みました。ドライバーセールスの効果

等により下期より徐々に売上が増加しましたが､通期では売上高

2,562百万円(前連結会計年度比1.7％減)、営業利益13百万円(同

78.1％減)に留まりました。

その他の事業

　当連結会計年度は､オフィスのゴミの収集､処理を行っている

リサイクル事業が順調に売上を伸ばした他､ドッグフードの通販

事業も引き続き好調だったことなどから、売上高は合計で2,927

百万円(前連結会計年度比13.0％増)、営業利益63百万円(同102.2

％増)となりました｡
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当期経営成績のご報告

次期の見通し

セグメント別概況
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	 科　目	 前期（第17期）	 当期（第18期）

7 株式会社エスビーエス　第18期　事業報告書

連結財務諸表（要旨）

連結貸借対照表（単位：百万円、単位未満は切り捨て） 連結損益計算書（単位：百万円、単位未満は切り捨て） 連結剰余金計算書（単位：百万円、単位未満は切り捨て）

流動資産

	 現金及び預金

	 受取手形及び売掛金

	 たな卸資産

	 繰延税金資産

	 その他

	 貸倒引当金

固定資産

	 有形固定資産

	 無形固定資産

	 投資その他の資産

	 	 投資有価証券

	 	 保険積立金

	 	 差入保証金

	 	 繰延税金資産

	 	 その他

	 	 貸倒引当金

資産合計

	 科　目	 前期（第17期）	 当期（第18期）

資産の部 負債の部 売上高

	 売上原価

売上総利益

	 販売費及び一般管理費

営業利益

	 営業外収益

	 営業外費用

経常利益

	 特別利益

	 特別損失

税金等調整前当期純利益

法人税、住民税及び事業税

法人税等調整額

少数株主利益

当期純利益

	 科　目	 前期（第17期）	 当期（第18期）

資本剰余金期首残高

　資本準備金期首残高

資本剰余金増加高

　新株発行に伴う増加高

資本剰余金期末残高

利益剰余金期首残高

　連結剰余金期首残高

利益剰余金増加高

　当期純利益

利益剰余金期末残高

連結剰余金期首残高

連結剰余金増加高

連結剰余金減少高

当期純利益

連結剰余金期末残高

	 科　目	 前期（第17期）	 当期（第18期）

連結キャッシュ・フロー計算書（単位：百万円、単位未満は切り捨て）

営業活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー

現金及び現金同等物に係る換算差額

現金及び現金同等物の増減額

現金及び現金同等物の期首残高

新規連結による現金及び現金同等物の増加額

連結子会社決算期変更による増加額

現金及び現金同等物の期末残高

	 科　目	 前期（第17期）	 当期（第18期）

平成14年
12月31日現在

平成15年
12月31日現在

平成14年
12月31日現在

平成15年
12月31日現在

平成14年1月1日～
　　平成14年12月31日

平成15年1月1日～
　　平成15年12月31日

平成14年1月1日～
　　平成14年12月31日

平成15年1月1日～
　　平成15年12月31日

平成14年1月1日～
　　平成14年12月31日

平成15年1月1日～
　　平成15年12月31日

流動負債

　買掛金

　短期借入金

　1年内返済予定長期借入金
　1年内償還予定社債
　未払金

　未払費用

　未払法人税等

　未払消費税等

　その他

固定負債

　社債

　長期借入金

　その他

負債合計

少数株主持分

資本金

資本剰余金

利益剰余金

その他有価証券評価差額金

資本金

資本準備金

連結剰余金

その他有価証券評価差額金

資本合計

負債、少数株主持分及び資本合計

少数株主持分

資本の部

資本剰余金の部

利益剰余金の部

	 18,370	 19,359

	 16,287	 16,915

	 2,082	 2,444

	 1,802	 2,012

	 280	 431

	 46	 12

	 62	 76

	 264	 367

	 102	 30

	 97	 19

	 269	 379

	 153	 173

	 △39	 3

	 0	 8

	 154	 193

	 	 286
	 	 286
	 	 118
	 	 118
	 	 404

	 	 696
	 	 696
	 	 193
	 	 193
	 	 889
	 537
	 5
	 0
	 154
	 696

	 6,026	 4,869

	 3,147	 1,854

	 2,721	 2,660

	 34	 84

	 31	 61

	 108	 232

	 △17	 △23

	 769	 710

	 92	 89

	 85	 72

	 591	 548

	 337	 310

	 37	 41

	 115	 136

	 52	 18

	 65	 76

	 △15	 △34

	 6,796	 5,579

	 62	 36
	 △880	 784
	 1,004	 △1,289
	 0	 0
	 185	 △468
	 1,713	 1,955
	 2	 -
	 53	 -
	 1,955	 1,487

	 4,738	 3,424
	 1,927	 1,786
	 1,452	 422
	 620	 447
	 -	 30
	 179	 154
	 267	 297
	 83	 97
	 120	 91
	 87	 97
	 824	 532
	 200	 305
	 620	 220
	 4	 7
	 5,562	 3,956

	 5	 14

	 	 313
	 	 404
	 	 889
	 	 1
	 245
	 286
	 696
	 △0
	 1,227	 1,609
	 6,796	 5,579
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持株会社への移行（平成16年7月1日以降のグループ企業構成） 会社情報／株式情報

株式会社エスビーエス

株式会社SBSスタッフ（仮称）

株式会社トランスワールド

マーケティングパートナー株式会社

株式会社関東即配

株式会社総合物流システム

スタッフジャパン株式会社

株式会社SBSキャリアネット

株式会社トランスワールド

株式会社エスサーブ

マーケティングパートナー株式会社

有限会社フォワード

メーリングシステム事業部

3PL事業部

SBSポストウェイ株式会社（新設）

株式会社SBSロジテム（平成16年7月1日に
　株式会社関東即配から商号変更予定）

現行の体制 平成16年7月1日以降の体制

有限会社フォワード 株
式
会
社
エ
ス
ビ
ー
エ
ス

株式会社総合物流システム

株式会社富士総合物流研究所株式会社富士総合物流研究所

会社概要（平成16年3月25日現在）会社分割による持株会社移行

役員の状況（平成16年3月25日現在）

株式会社エスビーエス

鎌田 正彦

昭和62年12月16日

3億1,355万3,982円（平成16年2月29日変更）

193億円（平成15年12月期連結決算実績）

〒131- 0034　東京都墨田区堤通1-19-9

TEL: 03-5655-6110（代表）　FAX: 03-5655-6180 

メーリングサービス

3PL（サード・パーティー・ロジスティクス）サービス

人材アウトソーシング

即配サービス、その他（マーケティングサービス等） 

株式会社関東即配（一都三県即配サービス）

株式会社総合物流システム

　　　　　（リサイクル、一般・産業廃棄物処理、引越）

株式会社富士総合物流研究所（物流コンサルティング）

スタッフジャパン株式会社（軽作業請負）

マーケティングパートナー株式会社

　　　　　（マーケティングプランニング、Webプロモーション）

株式会社SBSキャリアネット（人材派遣、有料職業紹介）

有限会社フォワード（配送受注代行）

株式会社エスサーブ（軽作業請負）

株式会社トランスワールド（海外貨物取次）

株式会社バーチャレクス（テレマーケティング、コールセンター）

株式会社シーエスネット（情報システム受託開発）

主要株主

株主名	 持株数（株）	 持株比率（％）

鎌田  正彦
大内  純一
エスビーエス従業員持株会

オフィネット・ドットコム株式会社

伊達  寛
UFJインベストメント株式会社
株式会社UFJキャピタル
川本  昌寛
高瀬  真尚
石川  正志

11,438
770
705
360
282
178
178
126
123
116

64.22
4.32
3.95
2.02
1.58
0.99
0.99
0.70
0.69
0.65

株式情報（平成16年2月29日現在）

発行する株式の総数

発行済み株式総数

1単元の株式数
株主数（平成15年12月31日現在）

63,240株
17,814株

1株
931名

鎌田  正彦
大内  純一
入山  賢一

代表取締役社長

取　　　締　　　役

取　　　締　　　役

米田  樹一
水谷  宣一
正松本  重孝

常　勤　監　査　役

監　　　査　　　役

監　　　査　　　役

加藤  嘉邦
芝  宏彦
徳永  秀樹

執　行　役　員

執　行　役　員

執　行　役　員

　当社は、従来から事業部の多くを独立会社とし、当社を事業

持株会社として運営してまいりましたが、現在当社が直接に

事業を行っているメーリングシステム事業部を新設分割によ

り新設会社「SBSポストウェイ株式会社」に移行し、３ＰＬ事

業部を100％子会社である「株式会社関東即配」（平成16年７月

１日に「株式会社ＳＢＳロジテム」と改称予定）に吸収分割す

ることにより、当社が持株会社機能、子会社各社が事業会社機

能に特化することで一層の機能強化を図り、経営の効率化、意

思決定の迅速化を図ってまいります。

所有者別分布状況（％） 所有株数別分布状況（％）

金融機関

その他法人
外国人

証券会社

0.97

3.11
0.11

0.11

個人・その他
95.7

0.77

6.00
0.01

0.01

金融機関

その他法人
外国人

証券会社

93.21
個人・その他

社　　　　名

代 表 取 締 役

創　　　　　立

資　　本　　金

売　　上　　高

所　　在　　地

業　務　内　容

連 結 子 会 社

持分法適用関連会社

※SBSグループ全体としての経営戦略決定の迅速化および監督体制・業務執行体制のさらなる強化を図るため、執行役員制度の導入、および取締役の員数削減等を
　柱とした経営機構改革を実施いたしました。

代表執行役員

常務執行役員

常務執行役員




